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表
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学
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昭
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一
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昭
和
五
〇
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三
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東
京
大
学
理
学
部
化
学
科
卒
業

同　
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五
年　

三
月 

東
京
大
学
大
学
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理
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系
研
究
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博
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課
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同　
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五
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六
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理
学
博
士
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七
年　

四
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日
本
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振
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奨
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研
究
員

同　

六
〇
年　

五
月 

理
化
学
研
究
所
研
究
員

同　

六
三
年　

五
月 

東
京
工
業
大
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工
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材
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授
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三
年　
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月 

理
化
学
研
究
所
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（
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二
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年
三
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六
年　

三
月 

東
京
大
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大
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新
領
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創
成
科
学
研
究
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教
授
（
平
成
二
九
年
三
月
ま
で
）

同　

二
二
年　

三
月 

米
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m
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年　
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理
化
学
研
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七
年
三
月
ま
で
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至
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名
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教
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同　

三
〇
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五
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本
化
学
会
会
長
（
令
和
二
年
五
月
ま
で
）

同　

三
〇
年
一
二
月 

英
国H

onorary Fellow, R
oyal Society of C

hem
istry

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

川か
わ　

合い　

眞ま　

紀き
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理
学
博
士
川
合
眞
紀
氏
の
「
単
一
分
子
分
光
を

用
い
た
固
体
表
面
上
で
の
化
学
反
応
の
研
究
」

に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

化
学
物
質
は
、
触
媒
作
用
を
伴
う
化
学
反
応
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
。
ア
ン

モ
ニ
ア
合
成
触
媒
の
発
見
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
食
糧
難
を
救

い
、
ナ
イ
ロ
ン
な
ど
の
合
成
繊
維
の
発
見
は
人
類
の
生
活
形
態
を
大
き
く
変
え

た
。
近
年
で
は
、
環
境
浄
化
に
役
立
つ
触
媒
の
発
見
に
よ
り
、
一
九
八
〇
年
代

の
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
原
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
窒
素
酸
化
物
を
人
体
に
無
害
な

化
合
物
に
変
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
触
媒
は
人
類
の
生
活

に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
大
量
の
化
学
物
質
の
反
応
に
用
い
ら
れ
る
触
媒
の

ほ
と
ん
ど
は
固
体
触
媒
で
あ
り
、
金
属
や
酸
化
物
の
触
媒
作
用
の
解
明
に
は
、

そ
れ
ら
触
媒
物
質
の
表
面
で
の
化
学
反
応
の
理
解
が
重
要
な
鍵
と
な
る
。

川
合
眞
紀
氏
は
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
触
媒
反
応
の
機
構
解
明
な
ど
の
物
理

化
学
に
関
す
る
研
究
を
推
進
し
て
き
た
。
固
体
表
面
に
吸
着
し
た
分
子
の
精
緻

な
分
光
学
的
研
究
を
通
じ
て
、
化
学
分
野
お
よ
び
物
質
材
料
研
究
分
野
に
貢
献

し
て
き
た
。
分
子
に
は
、
表
面
と
の
相
互
作
用
に
依
存
す
る
摂
動
が
加
わ
る
こ

と
で
、
孤
立
分
子
と
は
異
な
る
電
子
状
態
、
振
動
状
態
、
ス
ピ
ン
状
態
が
現
れ

る
。
こ
れ
ら
の
状
態
を
正
確
に
測
定
す
る
こ
と
で
、
吸
着
分
子
の
反
応
、
固
体

表
面
で
の
拡
散
な
ど
に
か
か
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
を
実
験
的
に
決

め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
川
合
氏
は
、
一
酸
化
炭
素
な
ど
の
単
純
な
分
子
に

対
し
て
、
赤
外
分
光
法
や
電
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
損
失
分
光
法
を
駆
使
し
て
、
表
面

拡
散
に
か
か
る
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
を
提
示
す
る
な
ど
、
固
体
表
面
で
の
分

子
の
化
学
反
応
に
つ
い
て
、
多
く
の
業
績
を
上
げ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
と
り

わ
け
、
空
間
的
に
一
つ
の
分
子
を
選
ん
で
、
そ
の
状
態
（
構
造
、
電
子
状
態
、

振
動
状
態
）
を
定
量
的
に
観
察
す
る
手
法
を
開
発
し
、
か
つ
、
分
子
の
化
学
状

態
を
選
別
し
た
化
学
反
応
（state-to-state chem

istry

）
を
実
現
し
た
研
究
成

果
は
そ
の
高
い
独
創
性
が
国
際
的
に
も
評
価
さ
れ
、
多
く
の
受
賞
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
以
下
に
研
究
業
績
の
概
要
を
記
す
。

走
査
ト
ン
ネ
ル
顕
微
鏡
（
Ｓ
Ｔ
Ｍ
）
は
サ
ブ
オ
ン
グ
ス
ト
ロ
ー
ム
の
空
間
分

解
能
を
有
し
、
か
つ
電
子
の
加
速
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
精
密
に
制
御
で
き
る
特
性
が

あ
る
。
川
合
氏
は
、
こ
れ
を
利
用
し
て
、
単
一
分
子
の
分
光
学
研
究
を
進
め
た
。

単
一
分
子
の
振
動
ス
ペ
ク
ト
ル
検
出
及
び
振
動
状
態
の
励
起
を
起
源
と
す
る
化

学
反
応
の
研
究
、
さ
ら
に
は
、
連
続
的
な
電
子
状
態
を
有
す
る
基
板
金
属
と
離

散
的
な
状
態
を
有
す
る
吸
着
分
子
と
の
相
互
作
用
に
着
目
し
て
、
吸
着
系
の
ス

ピ
ン
状
態
の
解
明
に
関
す
る
研
究
を
進
め
た
。
と
り
わ
け
、
ト
ン
ネ
ル
電
子
に

よ
り
励
起
さ
れ
る
分
子
振
動
と
、
反
応
の
座
標
と
の
関
係
を
解
明
し
た
こ
と

は
、
世
界
的
に
高
く
評
価
さ
れ
、
振
動
励
起
さ
れ
た
分
子
が
、
あ
る
確
率
で
化
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学
反
応
を
起
こ
す
こ
と
に
着
目
し
、
反
応
確
率
を
ト
ン
ネ
ル
電
子
の
加
速
電
位

の
関
数
と
し
て
計
測
す
る
こ
と
で
、
分
子
振
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
を
証
明
し
、
か
つ
、
理
論
解
析
法
を
確
立
し
、
理
論
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
反
応
解
析
を
実
現
し
た
。
こ
の
研
究
成
果
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｍ
ア
ク
シ
ョ
ン
ス

ペ
ク
ト
ル
と
し
て
汎
用
的
に
一
分
子
の
状
態
解
析
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
表
面

の
単
一
分
子
に
対
し
て
の
振
動
ス
ペ
ク
ト
ル
を
取
得
す
る
手
法
（
ア
ク
シ
ョ
ン

ス
ペ
ク
ト
ル
）
を
世
界
に
先
駆
け
て
開
発
し
た
こ
と
は
、
学
術
の
発
展
に
寄
与

し
た
特
に
顕
著
な
業
績
で
あ
り
、
世
界
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

不
対
ス
ピ
ン
を
持
つ
分
子
（
磁
性
分
子
）
は
基
板
金
属
の
電
子
と
相
互
作
用

し
、
吸
着
分
子
系
に
固
有
の
電
子
状
態
を
発
現
す
る
。
吸
着
の
強
弱
に
よ
り
、

分
子
中
の
孤
立
ス
ピ
ン
と
金
属
の
距
離
に
依
存
し
て
、
孤
立
ス
ピ
ン
系
か
ら

フ
ァ
ノ
形
状
の
近
藤
状
態
が
ス
ペ
ク
ト
ル
に
現
れ
る
こ
と
、
吸
着
サ
イ
ト
の
対

称
性
に
依
存
し
て
、
軌
道
の
自
由
度
が
関
与
す
る
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
近
藤
状
態

が
出
現
す
る
こ
と
な
ど
を
世
界
に
先
駆
け
て
見
出
し
、
固
体
表
面
で
の
低
次
元

物
性
研
究
の
発
展
に
寄
与
し
た
。

ま
た
、
光
触
媒
と
し
て
知
ら
れ
る
酸
化
チ
タ
ン
表
面
の
酸
素
欠
損
サ
イ
ト
の

状
態
に
関
し
て
も
研
究
を
進
め
、
酸
素
欠
損
周
辺
の
局
所
構
造
を
走
査
ト
ン
ネ

ル
顕
微
鏡
で
観
測
し
、
一
つ
の
原
子
欠
損
に
よ
る
バ
ン
ド
ギ
ャ
ッ
プ
内
状
態
が

五
格
子
程
度
の
空
間
に
広
が
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
チ
タ
ン
酸
化
物
で
知
ら
れ

る
ポ
ー
ラ
ロ
ン
の
性
質
と
関
連
す
る
重
要
な
発
見
で
あ
る
。

以
上
、
川
合
眞
紀
氏
は
固
体
表
面
を
反
応
場
と
す
る
化
学
の
研
究
で
、
独
自

性
の
高
い
研
究
を
進
め
て
き
た
。
分
光
学
に
根
ざ
し
た
精
密
な
観
測
を
基
に
、

単
分
子
の
反
応
挙
動
や
、
固
体
表
面
の
微
視
的
な
状
態
を
規
定
す
る
研
究
は
、

化
学
の
み
な
ら
ず
、
物
性
科
学
の
分
野
に
も
関
わ
り
、
学
術
的
に
も
、
ま
た
社

会
的
に
も
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
成
果
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
卓
越
し
た
業
績
は

国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
、
日
本
化
学
会
賞
、
紫
綬
褒

章
、IU

PA
C

 2015 D
istinguished W

om
en in C

hem
istry or C

hem
ical 

Engineering, The G
erhard Ertl Lecture Aw

ard, AV
S M

edard W
. W

elch 

Aw
ard, LʼO

real-U
N

ESC
O

 W
om

en in Science Aw
ard

な
ど
が
授
与
さ
れ
て

お
り
、
日
本
学
士
院
賞
に
相
応
し
い
業
績
で
あ
る
。
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